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一
、
災
害
の
発
生
と
自
助
・
共
助

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜

り
込
む
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域

と
す
る
東
海
地
震
、
東
南
海
地

震
、
南
海
地
震
の
三
つ
が
連
動
し

て
発
生
す
る
「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
」
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
八
以
上
で
三

十
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
は
七
十
％
程
度
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
っ
て
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
災

害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば

大
き
い
ほ
ど
支
援
活
動
を

行
う
行
政
機
関
も
被
災
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、

ま
た
、
水
道
・
電
気
・
都
市
ガ
ス
・

交
通
・
通
信
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
途
絶
す
る
こ
と
に
よ
り
救

援
部
隊
の
被
災
地
到
着
や
、
組
織

的
な
救
援
活
動
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

地
域
防
災
を
担
う
主
体
は
住
民
自

身
で
あ
り
、「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
自
助

と
共
助
に
基
づ
く
地
域
防
災
力
の

充
実
と
強
化
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
機
能
を
担
う
の
が
地

域
自
主
防
災
組
織
で
あ
り
、
そ
の

連
合
体
と
し
て
の
地
区
防
災
連
合

組
織
で
す
。

二
、
地
区
自
主
防
災
連
合
会
の
結
成

　

国
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、
地
区
自
主
防
災
連
合
組
織
の

結
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

国
府
小
学
校
区
の
二
十
五
の
自
主

防
災
会
で
組
織
す
る
国
府
地
区
自

主
防
災
連
合
会
が
平
成
二
十
六
年

七
月
二
十
七
日
に
結
成
さ
れ
、「
自

主
防
災
組
織
充
実
・
活
性
化
事
業

補
助
金
交
付
制
度
」
の
助
成
に
よ

り
、
①
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普

及
、
②
地
震
等
に
対
す
る
予
防
対

策
、
③
地
震
等
の
発
生
時
に
お
け

る
情
報
収
集
と
伝
達
、
避
難
誘
導
、

初
期
消
火
、
救
出
援
護
、
給
食
給

水
な
ど
の
相
互
応
援
と
こ

れ
に
関
す
る
訓
練
と
研
修
、

④
防
災
資
機
材
の
整
備
と

備
蓄
等
の
事
業
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

三
、
平
成
二
十
六
年
度

　
の
活
動

　

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と

す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
こ
と
を
想
定
し
た
「
徳

島
市
民
総
合
防
災
訓
練
」

を
平
成
二
十
六
年
九
月
二

十
八
日
に
徳
島
市
、
国
府

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
共
催

で
実
施
し
ま
し
た
。
四
百
人
余
の

参
加
者
が
、
県
建
築
士
会
、
市
消

防
局
、
徳
島
西
医
師
会
の
指
導
に

よ
り
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

訓
練
し
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生

し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
淡
路

島
と
阪
神
間
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
が
、
こ
の
地
震
で
現
れ

た
野
島
断
層
を
保
存
・
展
示
し
た

「
野
島
断
層
保
存
館
」
と
大
震
災

の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
そ
の
教
訓

を
未
来
に
生
か
す
こ
と
を
通
じ
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
と
安
全
・
安

心
な
市
民
協
働
・
減
災
社
会
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を

平
成
二
十
七
年
二
月
十
一
日
に
視

察
し
ま
し
た
。

四
、
平
成
二
十
七
年
度
の
活
動

　
「
自
主
防
災
組
織
充
実
・
活
性

化
事
業
補
助
金
交
付
制
度
」
を
活

用
し
、
防
災
資
機
材
整
備
費
補
助

金
に
よ
る
、
初
期
消
火
用
機
材
、

救
出
・
救
援
用
機
材
、
避
難
誘
導

用
機
材
等
の
整
備
や
、
訓
練
・
啓

発
活
動
費
補
助
金
に
よ
る
、
連
合

会
お
よ
び
各
自
主
防
災
会
単
位
で

行
う
防
災
訓
練
や
啓
発
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者

の
支
援
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
体
制
の
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
国
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

徳島市民総合防災訓練の様子

野島断層保存館への視察

会
長　

戸
井
田
龍
行

国
府
地
区
自
主
防
災
連
合
会
の

　
　
　
　

結
成
と
活
動
に
つ
い
て

国
府
地
区
自
主
防
災
連
合
会

国
府
地
区
自
主
防
災
連
合
会
の

　
　
　
　

結
成
と
活
動
に
つ
い
て
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私
た
ち
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
平

成
座
」
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
第
五
回

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に

応
募
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
厳
し
い

審
査
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
十
二

月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
伝

達
式
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
日
、

徳
島
県
立
十
郎
兵
衛
屋
敷
に
て
、

飯
泉
徳
島
県
知
事
、
佐
野
県
教
育

長
、
石
井
徳
島
市
教
育
長
、
増
金

川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
、
盛
大
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
「
未
来
へ
伝
承
す
べ
き
遺
産
」

と
し
て
、
百
年
後
の
子
ど
も
た
ち

に
地
域
の
文
化
や
自
然
遺
産
を
残

し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
こ
の
「
未
来
遺
産
運
動
」
で

す
。
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
県

内
外
で
の
小
・
中
学
校
へ
の
出
前

教
室
や
、
川
内
北
小
学
校
、
川
内

南
小
学
校
、
藍
住
東
小
学
校
の
お

子
さ
ん
で
作
る
子
ど
も
ク
ラ
ブ
を

結
成
。
四
つ
の
小
学
校
で
大
夫
教

室
を
開
き
、
国
文
祭
や
阿
波
人
形

浄
瑠
璃
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演

し
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
二
月
に

は
、
第
十
四
回
地
域
伝
統
芸
能
ま

つ
り
（
東
京
・
渋
谷
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
、

テ
ー
マ
は
『
芽
生
え
』）。
私
た
ち

の
指
導
し
て
い
る
川
内
・
藍
住
子

ど
も
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
徳
島
県
代
表
と

し
て
出
演
。

　

ま
た
、
徳
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
も
、
人
形
浄
瑠
璃
教
室
を

開
催
。
五
十
の
手
習
い
と
申
し
ま

す
が
…
。
七
十
、
八
十
の
手
習
い

で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
る
老
人
会

の
皆
さ
ま
と
、
市
老
連
の
総
会
で

初
舞
台
。
平
成
座
の
座
員
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
溢
れ
、
毎
回
、

人
形
や
道
具
を
持
ち
込
み
練
習
す

る
の
で
す
が
、
そ
の
苦
労
を
い
と

わ
ず
、
笑
顔
で
親
切
に

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
三
月
二
十
九
日

に
は
、
昨
年
「
出
前
教

室
」
な
ど
で
ご
指
導
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

小
学
校
四
校
に
も
ご
出

演
い
た
だ
き
、
ユ
ネ
ス

コ
未
来
遺
産
登
録
一
周

年
記
念
公
演
を
開
催
。

三
百
四
十
五
人
の
お
客

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
地
方
創
生
」
の
時

代
、
今
こ
そ
、
お
鶴
、

お
弓
、
十
郎
兵
衛
の
ふ

る
里
、
川
内
町
。「
川

内
町
が
生
ん
だ
四
つ
の

歌
」
と
共
に
町
民
が
心

ひ
と
つ
と
な
っ
て
、
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
か
っ
て
、
二
〇
〇
九
年
の
ブ
ラ

ジ
ル
公
演
で
の
経
験
を
活
か
し
、

徳
島
が
世
界
に
誇
る
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

育
成
を
目
指
し
、
座
員
一
同
、
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ご
指
導
、
ご
支
援
を
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
川
内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

第５回プロジェクト未来遺産登録証伝達式

座
長　

藤
本　

宗
子

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
平
成
座

世
界
に
伝
え
た
い
！

　

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の
魅
力
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住
吉
・
城
東
コ
ミ
セ
ン
が
完
成

し
た
翌
年
、平
成
二
十
二
年
に
住
・

城
こ
ど
も
連
を
発
足
さ
せ
て
今
年

で
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

毎
年
四
十
人
か
ら
五
十
人
く
ら
い

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

新
学
期
に
な
る
と
地
区
の
小
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
声
を
か

け
応
募
、
五
月
か
ら
練
習
の
開
始

で
す
。
練
習
初
日
、
今
年
は
ど
う

い
う
子
が
集
ま
る
の
か
、
去
年
参

加
し
て
い
た
子
も
い
る
し
初
め
て

の
子
も
い
る
。
指
導
を
お
願
い
し

て
い
る
地
元
の
黒
川
義
さ
ん
（
え

び
す
連
副
連
長
）
と
二
人
で
、
会

場
へ
入
っ
て
く
る
子
ど
も
を
じ
っ

と
み
て
、
次
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
、

今
年
は
昨
年
よ
り
一
段
と
小
さ
い

子
が
多
い
、
こ
れ
は
大
変
だ
ぞ
、

と
思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

　

集
合
、
準
備
運
動
、
そ
し
て
基

本
の
練
習
に
、「
あ
、
そ
っ
ち
の
方

向
じ
ゃ
な
い
よ
。」
と
、
悪
戦
苦

闘
が
始
ま
り
ま
す
。
で
も
一
回
目
、

二
回
目
と
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
保
護

者
も
、
笑
顔
で
時
間
が
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。
で
も
な
か
な
か
う
ま
く

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
私

と
黒
川
さ
ん
が
交
わ
す
言
葉
は
、

「
か
わ
い
い
か
ら
多
少
の
こ
と
は
、

大
目
に
み
て
も
ら
お
う
」
で
す
。

　

最
近
は
、
出
演
機
会
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
地
区
の

福
祉
ま
つ
り
、
コ
ミ
セ
ン
祭

り
、
商
店
街
の
お
祭
り
だ
け

で
な
く
、
阿
波
銀
ホ
ー
ル
や
、

ふ
れ
あ
い
健
康
館
で
の
イ
ベ

ン
ト
、
老
健
施
設
か
ら
の
依

頼
も
あ
り
、
大
変
で
す
が
嬉

し
い
悲
鳴
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、

い
つ
も
地
元
の
鳴
り
物
さ
ん

を
松
下
宋
次
郎
さ
ん
（
娯
茶

平
連
）
が
率
い
て
演
奏
に
き

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
十
二
月
の
解
団
式

ま
で
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
し

て
地
域
の
活
性

化
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
に
応
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、

も
う
一
つ
の
大
き
な

事
業
、
住
吉
音
頭
の

復
活
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
か
ら
五
十
年
く

ら
い
前
に
存
在
し
た

と
い
う
、
住
吉
音
頭

を
何
と
か
復
活
さ
せ

た
い
と
い
う
地
元
の

声
が
高
ま
り
、
い

ろ
い
ろ
な
人
に
声
を

か
け
手
が
か
り
を
探
し
た
と
こ

ろ
、
残
っ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て

い
た
楽
譜
が
偶
然
発
見
さ
れ
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
歌
を
Ｃ
Ｄ
に

吹
き
込
み
、
そ
し
て
振
付
を
依
頼

し
、発
表
会
、練
習
会
、衣
装
決
め
、

と
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
最
中

で
す
。「
住
吉
音
頭
を
楽
し
む
会
」

を
発
会
し
、
昔
の
よ
う
に
、
地
域

の
人
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
踊
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
す
。
住
吉
音
頭
の
詳
し
い
こ
と

は
、
ま
た
次
に
機
会
が
あ
れ
ば
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
日

（
金
）、
山
口
県
防
府
市
自
治
会
連

合
会
四
十
五
名
の
方
が
、
先
進
地

視
察
研
修
と
し
て
津
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

防
災
に
お
け
る
徳
島
市
の
各
協

議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

交
流
が
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
徳

島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会

よ
り
役
員
六
名
、
市
民
協
働
課
職

員
二
名
、
危
機
管
理
課
職
員
一
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
徳
島
市
の
自
主
防
災

会
の
活
動
に
つ
い
て
、
危
機
管
理

課
の
森
課
長
補
佐
よ
り
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
終
了
予
定
時
刻
を
過
ぎ
る

ほ
ど
熱
心
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、有

意
義
な
情
報
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

住・城こども連

視察研修の様子

住　吉　音　頭

会長　浜田　耕市
住吉・城東地区町づくり協議会

住・城こども連と
　　　　　住吉音頭
住・城こども連と
　　　　　住吉音頭
住・城こども連と
　　　　　住吉音頭

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
事
務
局

山
口
県
防
府
市
自
治
会

連
合
会
視
察
受
入

山
口
県
防
府
市
自
治
会

連
合
会
視
察
受
入
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多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
が
設
立
（
平
成
十
年
四
月
）

さ
れ
、
十
七
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
「
雲
に
そ
び
ゆ
る
中
津
峰
、
流

れ
も
清
き
勝
浦
川
」
と
宮
井
小
学

校
校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
。
東

山
渓
自
然
公
園
内
に
は
八
多
の
五

滝
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

観
音
様
が
祭
ら
れ
た
中
津
峰
山
如

意
輪
寺
、
伝
統
芸
能
が
引
き
継
が

れ
る
犬
飼
の
農
村
舞
台
な
ど
文
化

的
潤
い
が
い
っ
ぱ
い
の
人
口
二
千

百
二
十
二
人
（
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
現
在
）
の
小
さ
な
町
で
あ

り
ま
す
。

　

当
地
は
先
祖
代
々
か
ら
の
土
地

に
、
果
樹
園
芸
、
ハ
ウ
ス
園
芸
、

稲
作
を
基
幹
産
業
と
し
て
繁
栄
し

て
き
た
農
村
地
帯
で
あ
り
、
今
で

も
三
世
代
、
二
世
代
家
族
構
成
の

世
帯
も
多
く
、
昔
か
ら
近
隣
同
士

の
絆
が
深
く
結
ば
れ
、
平
穏
な
生

活
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
若
者
た

ち
の
価
値
観
の
多
様
化
と
と
も
に
、

農
業
離
れ
が
進
み
、
後
継
者
不
足
、

少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
人
口
構
成

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
、
地

域
の
良
き
風
習
や
伝
統
の
伝
達
が

難
し
く
な
り
、
地
域
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
の
当
協
議
会

が
果
た
す
役
割
は
、
地
域
に
と
っ

て
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
力
の
回
復
、
向

上
を
図
る
手
段
と
し
て
、
連
帯
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
住
民
相
互

の
ふ
れ
合
う
活
動
を
展
開
し
ま

す
。
例
え
ば
、
子
供
会
と
老
人
会

を
交
え
た
交
流
の
場
所
作
り
を
行

う
、
コ
ミ
セ
ン
祭
り
の
開
催
な
ど

は
、
老
若
男
女
が
集
ま
り
、
大
き

な
成
果
が
挙
が
る
で
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
異
常
気
象
と
い
わ
れ

る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
全
国
各

地
で
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
集
落
の
背

後
に
地
滑
り
層
や
、
急
傾
斜
地
が

多
数
存
在
す
る
当
地
で
も
、
同
様

の
山
崩
れ
や
、
土
砂
災
害
が
起
き

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
危
険
個
所
の
点
検

や
、
住
民
の
救
護
、
避
難
訓
練
な

ど
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
安
心
の
町
づ
く
り
」

の
礎
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
独
居

老
人
家
庭
の
見
守
り
や
、
問
題
解

決
に
対
応
す
る
活
動
と
、
地
域
の

福
祉
の
向
上
を
計
る
企
画
、
運
営

に
心
が
け
、
地
域
力
の
向
上
と
、

こ
の
地
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感

ず
る
町
、
人
情
味
豊
か
な
地
域
社

一
、
茶
道
講
座
　
子
ど
も
茶
道
教
室

　
　
　
　
　
　
　
春
藤
宗
美
講
師

　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
の
支
部
幹

事
長
の
要
職
を
務
め
、「
超
」
の

付
く
多
忙
な
毎
日
の
中
で
も
地
元

コ
ミ
セ
ン
の
茶
道
教
室
は
最
優
先
。

開
館
以
来
の
指
導
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

春
藤
講
師
の
周
り
に
は
、
和
や

か
で
心
安
ら
ぐ
雰
囲
気
が
い
つ
で

も
漂
っ
て
い
ま
す
。「
日
常
の
何

気
な
い
仕
草
に
、
お
茶
の
心
が
活

き
て
い
る
」
そ
ん
な
生
活
文
化
と

　

コ
ミ
セ
ン
で
、
集
い
、
学
び
、

活
動
す
る
中
で
の
心
の
絆
結
び
や

人
情
の
交
歓
な
ど
、
受
講
生
を
魅

了
し
て
止
ま
ぬ
諸
要
素
が
趣
味
教

養
・
文
化
活
動
に
は
あ
り
ま
す
。

心
振
る
わ
す
感
動
や
溢
れ
る
共
感

を
生
む
、
多
彩
で
魅
力
的
な
カ
リ

ス
マ
講
師
群
像
の
中
か
ら
三
女
性

を
紹
介
し
ま
す
。

八多五滝

如意輪寺

犬飼農村舞台

春藤宗美講師

会
を
創
造
す
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
一
番
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
、

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

会長　開　　　寛
多家良中央コミュニティ協議会

！地域力の向上を
　　目ざした
　　　運営と活動を！

勝占中部コミュニティ協議会

花の教養文化活動

きらめく女性講師
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し
て
の
茶
道
を
心
が
け
て
い
る
と

の
こ
と
。
子
ど
も
茶
会
か
ら
茶
道

講
座
ま
で
、
コ
ミ
セ
ン
茶
室
は
清

澄
で
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。

二
、「
童
謡
を
歌
う
会
」「
大
正
琴
」

　
　
　
　
　
　
　
寺
西
員
代
講
師

　

に
こ
や
か
で
親
し
み
や
す
い
人

柄
が
慕
わ
れ
て
、
愛
車
の
ジ
ム

ニ
ー
を
駆
使
し
、
県
内
各
地
へ
指

導
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
地
元
の

女
性
指
導
者
、
故
田
中
八
重
先
生

と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、
童

謡
サ
ー
ク
ル
「
か
じ
か
」
や
「
大

正
琴
」
愛
好
者
の
指
導
を
続
け
て

い
ま
す
。『
ゆ
っ
く
り
・
は
っ
き
り
・

に
っ
こ
り
』
を
大
切
に
し
た
指
導

法
は
大
人
気
で
、
最
年
長
の
受
講

生
は
九
十
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
笑
っ

て
い
る
と
き
が
一
番
の
幸
せ
」
寺

西
講
師
の
優
し
い
目
が
微
笑
み
ま

す
。

三
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
報
紙「
か
つ
ら
」

　
　
　
　
　
　
松
島
絹
代
編
集
長

　

季
刊
の
「
か
つ
ら
」
は
今
夏
で

第
八
十
八
号
を
数
え
ま
す
。
記
事

の
依
頼
か
ら
取
材
や
編
集
と
、
仕

事
量
も
大
変
。
そ
れ
を
定
評
の
あ

る
情
熱
と
活
力
で
や
り
抜
い
て
い

る
の
が
松
島
編
集
長
で
す
。
誠
実

で
人
好
き
な
人
間
性
が
生
き
方
を

支
え
て
い
ま
す
。「
か
つ
ら
」
は

豊
か
な
紙
面
構
成
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
度
は
県
内
で
最
高
位
の
優
秀

賞
、
全
国
で
は
奨
励
賞
を
受
賞
。

「
少
し
で
も
地
域
に
元
気
と
笑
顔

が
広
が
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
明
る

く
語
り
か
け
る
笑
顔
が
輝
い
て
い

ま
す
。

　

昭
和
お
は
な
し
隊
が
誕
生
し
て

今
年
で
十
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
成
当
時
は
、「
近
頃
の
子
ど

も
た
ち
は
、
日
本
の
昔
話
を
あ
ま

り
知
ら
な
い
ね
。」
と
い
う
こ
と

で
、
歌
の
あ
る
昔
話
を
中
心
と
し

た
紙
芝
居
を
手
作
り
し
よ
う
と
、

集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
で
、
わ
い
わ

い
と
楽
し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
新
コ
ミ
セ
ン
開
設
に
伴

い
、
昭
和
地
区
に
も
待
望
の
児
童

館
が
併
設
さ
れ
、
昭
和
お
は
な
し

隊
の
活
動
以
外
に
も
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
が
活
発
に
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
と
し
て
は
、
夏

休
み
中
に
開
か
れ
る
「
お
ば
け
屋

敷
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
わ
ー

い
話
を
読
ん
だ
り
、
地
域
の
幼
稚

園
、
保
育
所
の
園
児
た
ち
約
百
人

を
コ
ミ
セ
ン
に
招
待
し
、
就
学
児

前
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
に

な
れ
ば
と
、
毎
年
秋
に
開
く
「
子

ど
も
お
は
な
し
会
」
を
が
ん
ば
っ

て
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
さ
て
、
今
年
は
何
を
し
よ

う
か
と
、
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、

み
ん
な
で
案
を
練
っ
て
い
く
。
手

作
り
の
紙
芝
居
を
作
り
、
舞
台
の

装
置
や
衣
装
を
手
作
り
し
、
お
話

し
会
に
ち
な
ん
だ
お
土
産
を
考
え

な
が
ら
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
が
と

て
も
楽
し
く
、
全
員
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
こ
の
活
動
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
九
回
目
の
「
こ
ど

も
お
楽
し
み
会
」
で
は
、
次
の
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど
も
た

ち
と
の
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

・
腹
話
術

・
こ
れ
だ
れ
の
「
口
」

　
　

絵
に
描
か
れ
た
口
だ
け
で
動

物
の
名
前
を
当
て
る
ク
イ
ズ

・
○ま
る

○ま
る

○ま
る

の
お
は
な
し

　
　

手
作
り
紙
芝
居

・
よ
う
か
い
体
操
第
一

　
　

全
員
で
体
操

・
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

　
　

工
夫
を
凝
ら
し
た
舞
台
を

　
　

使
っ
て
物
語
を
上
演

・
全
員
で
歌
を
う
た
う

　

 

「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」

　

 

「
さ
ん
ぽ
」

・
お
み
や
げ

　
　

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
手
作
り

と
ん
ぼ
を
お
持
ち
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

松島絹代編集長

寺西員代講師

　
　
　

庄
野　

周
代

昭
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

〝
こ
ん
な
こ
と
し
て
ま
す
〞

昭和おはなし隊
〝
こ
ん
な
こ
と
し
て
ま
す
〞

〝
こ
ん
な
こ
と
し
て
ま
す
〞
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入
田
町
は
、
面
積
が
約
十
一
・

八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
盆
地

で
あ
り
ま
す
が
、
建
治
寺
や
建
治

の
滝
の
あ
る
竜
王
山
を
南
に
、
東

西
に
鮎
喰
川
が
貫
流
し
て
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

　

そ
の
鮎
喰
川
に
架
か
る
入
田
春

日
橋
の
南
詰
め
近
く
に
、
一
本
の

大
楠
が
あ
り
ま
す
。
樹
勢
は
す
こ

ぶ
る
盛
ん
で
、
東
西
三
十
六
㍍
、

南
北
三
十
八
㍍
と
大
き
く
張
っ
た

枝
葉
が
見
事
で
す
。
地
上
高
一
・

三
㍍
に
お
け
る
幹
回
り
は
九
・
三

㍍
も
あ
り
、
県
内
の
ク
ス
ノ
キ
と

し
て
は
幹
回
り
の
大
き
さ
で
十
四

位
に
な
る
巨
樹
で
あ
り
ま
す
。
樹

高
は
二
十
二
・
七
㍍
で
、
樹
幹
の

基
部
は
ほ
ぼ
円
形
で
空
洞
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
幹
は
高
さ
四
㍍
ぐ
ら

い
の
と
こ
ろ
か
ら
多
数
に
枝
分
か

れ
し
、
そ
れ
よ
り
上
に
幹
は

な
く
、
ク
ス
ノ
キ
の
典
型
的

な
樹
形
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

大
地
に
ど
っ
か
と
根
を
下

ろ
し
、
約
四
百
五
十
年
の
風

雪
に
耐
え
た
姿
は
、
無
言
の

う
ち
に
我
々
に
大
き
な
力
を

与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
、

す
ぐ
近
く
の
一
宮
城
が
長
宗

我
部
元
親
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ク
ス
ノ

キ
は
そ
の
際
謀
殺
さ
れ
た
城

主
長
門
守
成
祐
の
家
臣
、
近

藤
義
太
衛
門
が
再
興
を
誓
っ

て
植
え
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

入
田
町
春
日
の
地
名
が
示
す
よ

う
に
、
昔
こ
こ
に
春
日
神
社
が
あ

り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
藤
原
氏
ゆ

か
り
の
豪
族
が
、
こ
の
地
に
祭
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ク
ス
ノ
キ

は
境
内
の
神
木
に
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。
春
日
神
社
は
、
蜂
須
賀
家

正
が
阿
波
へ
封
ぜ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
入
田
町
か
ら
現
在
の
眉
山
大

滝
山
の
ふ
も
と
に
移
っ
た
と
伝
え

ら
れ
、
元
県
社
春
日
神
社
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
は
境
内
に
春
日
神

社
跡
の
石
柱
と
ク
ス
ノ
キ
が
残
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
徳
島
市
指
定
天
然
記

念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
（
昭
和
三

十
八
年
指
定
）。

　

入
田
コ
ミ
セ
ン
前
道
路
沿
い
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
面
に
、
陶
板
絵

で
「
樟
の
木
と
子
供
た
ち
」
と
い

う
題
で
、
平
成
六
年
度
の
入
田
小

学
校
下
学
年
児
童
の
共
同
作
品
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ス

ノ
キ
の
巨
樹
は
、
子
供
た
ち
の
格

好
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
ス
ノ
キ
で
根
付
い
た
頑
張
る
力

で
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て

元
気
に
笑
顔
で
羽
ば
た
い
て
い
く

様
子
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、入
田
活
性
化
の
た
め「
入

田
音
頭
」
が
本
年
一
月
に
完
成
し

ま
し
た
が
、
こ
の
曲
の
歌
詞
の
中

に
は
「
春
日
巨
大
樹　

く
す
の
き

さ
ま
の　

仰
ぐ
枝
振
り　

清
め
る

大
地
…
」
と
歌
う
言
葉
が
入
っ
て

い
て
、
大
楠
の
特
徴
が
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

参
考
資
料
：「
徳
島
市
の
文
化
財
」

　

戦
後
七
十
年
、
空
爆
で
廃
墟
と

化
し
た
徳
島
市
。
市
民
の
努
力
で

名
実
共
に
立
派
に
再
興
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

国
府
地
区
は
、
や
が
て
や
っ
て

く
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」

に
対
応
す
る
た
め
、
各
地
域
の
自

主
防
災
組
織
を
連
合
し
、
地
区
防

災
連
合
組
織
の
結
成
に
取
り
組
み
、

そ
の
充
実
と
活
性
化
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

川
内
地
区
は
「
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
平
成
座
」
の
活
躍
で
、
人
形
浄

瑠
璃
の
魅
力
を
世
界
に
発
進
し
、

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
登
録
」
の

栄
に
輝
き
ま
し
た
。
市
民
の
誇
り

で
す
。
同
じ
く
阿
波
お
ど
り
を
地

域
活
動
の
柱
に
と
「
住
・
城
こ
ど

も
連
」
の
活
躍
も
見
事
で
す
。

　

如
意
輪
寺
や
犬
飼
農
村
舞
台
、

五
滝
と
豊
か
な
文
化
、
自
然
を
も

つ
多
家
良
の
町
づ
く
り
も
期
待
大

で
す
。「
き
ら
め
く
女
性
講
師
」

に
恵
ま
れ
た
勝
占
中
部
も
ま
た
、

真
珠
の
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
の
工
夫
し
た
「
お
は
な
し
隊
活

動
」
も
見
事
な
も
の
で
す
。

　

入
田
の
「
春
日
の
大
樟
」
に
は
、

深
い
歴
史
の
秘
話
が
込
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
に
目
を
見
開
か
さ
れ
ま

し
た
。

（
佐
藤
義
忠　

記
）

陶板絵「樟の木と子供たち」

編
集
後
記

春
日
の
大
樟

徳
島
市
指
定
天
然
記
念
物

か
す
が

お
お

く
す

入
田
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

シリーズ

名所・旧跡

「くすくん」
入田小学校４年　板東紗知


